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新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、
令和２年度の第２期は、第１期と同様とする。
[ オンデマンド講義とリアルタイム演習１回（半日程度）]

各コースでは、次の取組みを通じた研修の充実を図る。

① 人的ネットワーク構築のための機会や仕掛けを研修内に組み込む。
【取組みの例】

• 受講者同士が交流できる機会として、オンライン上での交流会を実施する。

• 日常から交流が生まれる仕掛けとして、連絡先を記載した受講者名簿を受講者に配布する。

② 講義や演習の内容や方法については、必要に応じて見直す。

● 令和２年度の有明の丘研修

第１期は、昨年度の集合研修と異なり、オンライン研修としてオンデマンド講義及びリアルタイム演習を実施した。

● 令和２年度の第２期は、下記の通り研修を実施する。

● 令和２年度の第２期に向けた今後のスケジュールは次の通り。

 検討会後 アンケート結果の最終版を整理し、委員の皆様に情報共有する

 １１月下旬～ ワーキンググループを通じて、コースごとに研修の充実を図る

※ オンラインの強みを踏まえ、人数の拡大についてコース毎に検討した後、
事務局で取りまとめて、定員を設定。

 １２月上旬～ 第２期の募集開始（募集期間：約１週間）

 １月中旬～ 第２期の研修開始
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